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佐
藤
一
斎
の
「
天
」
─
本
居
宣
長
以
後
の
超
越
者
観
念

─

中
村

安
宏

は
じ
め
に

　

本
居
宣
長
（
享
保
十
五
・
一
七
三
〇
年
〜
享
和
元
・
一
八
〇
一
年
）
は
文

化
九
年
（
一
八
一
二
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
玉
勝
間
』
第
一
四
巻
の
な

か
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

か
ら
人
の
、
何
に
つ
け
て
も
天
天
と
い
ふ
は
、
神
あ
る
こ
と
を

し
ら
ざ
る
故
の
ひ
が
こ
と
な
り
。
天
は
、
た
ゞ
神
の
ま
し
ま
す

国
に
こ
そ
あ
れ
、
心
も
、
行
ひ
も
、
道
も
、
何
も
、
あ
る
物
に

は
あ
ら
ず
。
い
は
ゆ
る
天
命
、
天
道
な
ど
い
ふ
は
、
み
な
神
の

な
し
給
ふ
事
に
こ
そ
あ
れ（

（
（

。

宣
長
は
天
と
神
と
を
対
峙
さ
せ
て
、
天
よ
り
も
神
を
重
要
視
し
、
天

の
働
き
へ
の
否
定
的
見
解
を
述
べ
た
。
平
石
直
昭
氏
は
こ
の
「
本
居

宣
長
に
よ
る
天
の
否
定
」
に
つ
い
て
、「
徳
川
思
想
史
上
、
一
つ
の

画
期
を
な
し
た
」
と
言
う
が（

（
（

、
宣
長
以
後
、
天
の
観
念
は
ど
の
よ
う

に
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
諸
学
の
枠
を
超
え
て
広
く
見
て

い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
源
了
圓
氏
は
「
宣
長
や
篤
胤
に
よ
っ
て
否
定

さ
れ
た
天
の
観
念
は
、
国
学
の
神
観
念
を
媒
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

新
し
い
思
想
文
脈
で
後
期
水
戸
学
（
と
く
に
会
沢
正
志
斎
）
や
吉
田

松
陰
の
中
に
復
活
し
、
日
本
の
天
皇
観
の
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
に
な
る
」「
後
期
水
戸
学
の
思
想
が
国
学
を
み
ず
か
ら
の

中
に
吸
収
し
て
、
天
の
思
想
を
そ
の
観
点
か
ら
再
編
し
た
」
と
言
う（

（
（

。

本
稿
で
は
後
期
水
戸
学
な
ど
と
は
別
の
展
開
が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら

か
に
す
べ
く
、
林
家
塾
長
、
そ
し
て
幕
府
儒
者
を
務
め
た
佐
藤
一
斎

日本思想史学50-論文 中村安宏氏【再校】　　［出力］ 2018年9月21日　午後2時37分A5判：148×210mm　本文書体：リュウミンPr6N L-KL　13Q　行間8H　26W×22L  2段組

1

10

20

26

1

10

20

26

1

10

20

26

1

10

20

26

1522 20 10 5 1 1522 20 10 5 1



139　佐藤一斎の「天」

（
安
永
元
・
一
七
七
二
年
〜
安
政
六
・
一
八
五
九
年
）
の
天
の
観
念
を
取
り

上
げ
、
宣
長
以
後
の
超
越
者
観
念
の
一
端
を
解
明
し
た
い
。

　

ま
ず
は
先
行
研
究
の
問
題
点
を
整
理
し
て
お
く
。
相
良
亨
氏
は
、

「『
言
志
四
録
』
と
『
洗
心
洞
劄
記
』」（
日
本
思
想
大
系
四
六
『
佐
藤
一

斎 

大
塩
中
斎
』
解
説
、
一
九
八
○
年
）
の
な
か
で
、
一
斎
の
天
に
つ
い
て
、

⒜
軀
殻
仮
己
に
対
す
る
、
霊
光
真
我
＝
天
、
の
主
宰
性
の
確
立
を
求

め
て
い
る
。
⒝
天
の
无
妄
性
に
生
き
る
こ
と
、
天
行
の
在
り
方
に
従

っ
て
事
を
処
す
る
こ
と
を
説
く
。
⒞
天
は
ま
た
数
（
運
命
）
を
つ
か

さ
ど
る
も
の
で
あ
り
、
不
可
測
な
も
の
で
も
あ
る
。
一
斎
に
は
天
に

よ
っ
て
選
ば
れ
た
者
と
し
て
の
意
識
が
流
れ
て
い
る
、
と
述
べ
て
い

る
。
⒞
の
最
後
の
「
一
斎
に
は
天
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
者
と
し
て

の
意
識
が
流
れ
て
い
る
」
を
除
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
自
体
に
と

く
に
異
論
は
な
い
。
た
だ
し
不
十
分
な
点
が
残
る
。
⒜
⒝
⒞
の
天
に

つ
い
て
の
見
解
の
う
ち
、
⒜
は
構
造
的
な
面
か
ら
、
⒝
は
具
体
的
な

面
か
ら
天
に
か
か
わ
る
一
斎
の
工
夫
に
迫
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

⒜
⒝
の
天
と
⒞
の
天
と
の
関
係
に
つ
い
て
氏
は
、「
天
に
帰
一
す
る

と
こ
ろ
に
道
義
的
営
為
の
根
本
を
理
解
し
て
い
た
が0

、
天
に
は
ま
た

0

0

「
天
定
の
数
」
と
い
う
仕
方
で
、
人
間
の
さ
だ
め
、
運
命
を
司
る
も

の
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
」「
帰
一
す
べ
き
も
の
と
し
て
の
自
明
性
と0

と
も
に

0

0

0

不
可
測
の
面
を
天
は
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」（
傍
点
筆
者
）

と
述
べ
て
い
る
。
二
種
の
天
が
総
合
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
な
い
た

め
に
、
一
斎
の
天
、
お
よ
び
天
人
関
係
の
根
本
的
な
特
徴
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
が
第
一
の
問
題
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
は
、
天
の
時
期
的
な
変
遷

に
つ
い
て
の
考
察
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
実
は
一
斎
は
青
年
期

に
は
天
を
あ
ま
り
重
要
視
し
て
い
な
い
。
一
斎
は
寛
政
五
年
（
一
七

九
三
）、
二
十
二
歳
の
折
り
に
書
い
た
『
心
得
録
』
の
な
か
で
、「
太

古
は
則
ち
心
を
師
と
し
、
中
古
は
則
ち
人
を
師
と
し
、
後
世
は
則

ち
経
を
師
と
す
」（
第
三
三
条
）
と
述
べ
て
い
た（

（
（

。
し
か
し
文
化
十
年

（
一
八
一
三
）、
四
十
二
歳
の
五
月
に
執
筆
が
開
始
さ
れ
、
文
政
七
年

（
一
八
二
四
）、
五
十
三
歳
の
折
り
に
刊
行
さ
れ
た
『
言
志
録
』
の
な

か
で
は
、「
太
上
は
天
を
師
と
し
、
其
の
次
は
人
を
師
と
し
、
其
の

次
は
経
を
師
と
す
」（
第
二
条
）
と
述
べ
て
い
る
。
一
見
し
て
わ
か
る

よ
う
に
「
心
」
が
「
天
」
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
心
を

さ
ほ
ど
尊
重
し
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
心
の
拠
り
所

と
し
て
天
が
重
要
視
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
一
斎
は
、『
大
学
』
の
「
親
民
」
の
「
民
」
に
つ
い
て
、
被

治
者
と
し
て
の
庶
民
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
人
間
一
般
を

指
す
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
説
く
際
、
寛
政
七
年
（
一
七
九

五
）、
二
十
四
歳
以
降
に
成
っ
た
『
大
学
一
家
私
言
』
で
は
「
民
と

は
人
な
り
。
己
に
対
す
る
の
称
な
り
。
…
…
汎
く
人
類
を
謂
ふ
。
専

ら
百
姓
を
指
す
に
非
ず
」
と
な
っ
て
い
た
の
に
対
し
て（

（
（

、
文
政
十
二

年
（
一
八
二
九
）、
五
十
八
歳
以
降
に
書
か
れ
た
『
大
学
古
本
旁
釈

補
』
書
入
で
は
「
民
ハ
天
へ
対
シ
テ
、
世
界
中
ノ
人
類
ヲ
サ
シ
テ
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云
フ
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る（

（
（

。
一
斎
は
後
年
、
寛
政
七
年
（
一
七
九

五
）
二
十
四
歳
か
ら
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
四
十
二
歳
の
五
月
こ
ろ

の
間
に
、
み
ず
か
ら
の
諸
思
想
を
天
を
軸
に
体
系
化
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

た
だ
期
間
が
長
い
の
で
、
さ
ら
に
絞
る
べ
く
、
こ
の
間
に
書
か
れ

た
も
の
で
「
天
」
に
言
及
し
て
い
る
も
の
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
一
斎

の
『
愛
日
楼
全
集
』
中
に
以
下
の
二
例
を
得
た
。
文
化
元
年
（
一
八

〇
四
）
の
「
古
河
教
授
鶴
城
恩
田
君
墓
碣
銘
」
の
な
か
の
「
吉き

つ

人じ
ん

善

を
作
せ
ば
、
天
必
ず
報
い
有
り
。
其
の
身
に
於
い
て
せ
ざ
れ
ば
、
必

ず
其
の
子
孫
に
於
い
て
す（

（
（

」
と
、
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
の
「
節

斎
説
」
の
な
か
の
「
君
子
の
学
は
、
天
に
順
ふ
の
み（

（
（

」
で
あ
る
。

「
吉
人
」
と
は
こ
こ
で
は
立
派
な
人
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
う
ち
と
く
に
後
者
の
表
明
が
注
目
さ
れ
る
。
一
斎
は
文
化
二
年

（
一
八
〇
五
）、
三
十
四
歳
の
折
り
の
十
一
月
に
林
家
の
塾
長
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
林
家
は
国
学
を
危
険
視
し
て
い
た
（
本
稿
二
節
参
照
）

こ
と
に
注
意
し
た
い
。
一
斎
が
天
を
重
要
視
し
、
天
を
軸
に
み
ず
か

ら
の
思
想
を
体
系
化
し
た
時
期
は
、
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
の
三

十
五
歳
前
後
か
ら
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
の
四
十
二
歳
の
間
に
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
背
景
に
は
何
が
あ
っ
た
の
か
。
な
お
天

に
関
し
て
、
そ
の
後
「
言
志
四
録（

（
（

」（『
言
志
録
』『
言
志
後
録
』『
言
志
晩

録
』『
言
志
耋
録
』、
以
下
そ
れ
ぞ
れ
録
・
後
・
晩
・
耋
と
略
記
し
、
条
数
を
数

字
で
示
す
）
間
に
は
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。

一
、
朱
熹
の
天
と
一
斎
の
天

　

一
斎
の
天
、
お
よ
び
天
と
人
間
と
の
関
係
づ
け
方
に
つ
い
て
考
察

す
る
際
に
は
、
朱
子
学
な
ど
と
比
較
し
な
が
ら
、
そ
の
特
徴
を
明
ら

か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
じ
め
に
経
典
の
な
か
の

天
に
つ
い
て
の
注
釈
を
取
り
上
げ
、
朱
熹
と
一
斎
と
で
違
い
が
見
ら

れ
る
と
こ
ろ
を
探
し
て
み
よ
う
。

　
『
論
語
』
陽
貨
篇
の
「
天
何
を
か
言
は
ん
や
。
四
時
行
は
れ
百
物

生
ず
。
天
何
を
か
言
は
ん
や
」
に
つ
い
て
、
朱
熹
は
「
四
時
行
は
れ

百
物
生
ず
る
は
、
天
理
の
発
見
流
行
の
実
に
非
ざ
る
は
莫
し
」（『
論

語
集
注
』）
と
述
べ
て
お
り
、
天
は
天
理
と
し
て
自
然
界
に
内
在
し
て

い
る
も
の
と
と
ら
え
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
一
斎
は
「
天
は
詢

じ
ゆ
ん

詢

然
と
し
て
四
時
を
喩
し
て
百
物
に
令
す
る
を
為
す
に
非
ず
し
て
、
四

時
百
物
は
、
自
ら
能
く
之
れ
に
承
順
す
」（『
論
語
欄
外
書
』）
と
言
う（

（1
（

。

こ
こ
で
は
「
天
」
と
「
四
時
百
物
」
と
は
あ
い
対
し
て
い
る
。「
承

順
」
は
天
に
対
す
る
態
度
と
し
て
、
一
斎
が
好
ん
で
使
用
す
る
表
現

で
あ
る
。

　

ま
た
『
孟
子
』
梁
恵
王
下
篇
に
は
、
孟
子
の
弟
子
の
楽
正
子
が
、

魯
の
平
公
を
孟
子
に
会
わ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
近
臣
臧
倉
に
阻
ま
れ

て
実
現
し
な
か
っ
た
話
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
孟
子
は
「
行
く
も

之
れ
を
使せ

し

む
る
或あ

り
（
行
く
も
或
い
は
之
れ
を
使
む
）。
止
ま
る
も
之
れ
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141　佐藤一斎の「天」

を
尼と

ど

む
る
或
り
（
止
ま
る
も
或
い
は
之
れ
を
尼
む
）。
行
く
と
止
ま
る
と

は
人
の
能
く
す
る
所
に
非
ざ
る
な
り
。
吾
の
魯
侯
に
遇
は
ざ
る
は
、

天
な
り
。
臧
氏
の
子
、
焉
く
ん
ぞ
能
く
予
を
し
て
遇
は
ざ
ら
し
め
ん

や
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
朱
熹
は
「
人
の
行
く
や
必
ず
人
の
之
れ
を

使
む
る
者
有
り
、
其
の
止
ま
る
や
必
ず
人
の
之
れ
を
尼
む
る
者
有

り
。
然
れ
ど
も
其
の
行
く
所
以
、
止
ま
る
所
以
は
、
則
ち
固
よ
り
天

命
有
り
て
、
此
の
人
の
能
く
使
む
る
所
に
非
ず
、
亦
た
此
の
人
の
能

く
尼
む
る
所
に
非
ざ
る
な
り
。
然
れ
ば
則
ち
我
の
遇
は
ざ
る
は
、
豈

に
臧
倉
の
能
く
為
す
所
な
ら
ん
や
。
…
…
聖
賢
の
出
処
は
、
時
運
の

盛
衰
に
関
る
。
乃
ち
天
命
の
為
す
所
に
し
て
、
人
力
の
及
ぶ
べ
き
に

非
ず
」（『
孟
子
集
注
』）
と
言
う
。
こ
こ
で
の
天
は
人
間
界
の
奥
に
働

い
て
い
る
天
命
で
あ
り
、
ま
た
「
時
運
の
盛
衰
」
と
い
う
よ
う
に
全

体
の
状
況
に
か
か
わ
る
も
の
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

て
一
斎
は
金
瑘
山
の
『
四
書
述
』
か
ら
引
用
し
、「
或
の
字
中
、
便

ち
天
の
字
を
隠
含
す
。
宜
し
く
使
・
尼
を
将
て
人
上
に
著
け
て
説
き
、

別
に
行
く
所
以
、
止
ま
る
所
以
の
一
層
を
推
出
す
べ
か
ら
ず
」（『
孟

子
欄
外
書
』）
と
言
う（

（1
（

。
こ
こ
で
は
個
々
の
人
間
の
行
為
に
直
接
か
か

わ
る
も
の
と
し
て
天
が
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
以
上
か
ら
、
一
斎
の

天
は
朱
熹
と
比
較
し
た
と
き
、
容
易
に
内
在
化
・
抽
象
化
さ
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
世
界
に
外
在
し
て
個
々
に
具
体
的
に
作
用
を
及
ぼ
す

と
い
う
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
傾
向
を
踏
ま
え
て
、
つ
ぎ
に
「
言
志
四
録
」
の
天
を
調
べ
て

み
る
と
、
や
は
り
人
間
界
に
外
在
し
て
作
用
を
及
ぼ
す
用
例
が
多
く

見
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
個
人
の
境
遇
（
録
五
九
・
録
二
四
三
）・

生
死
（
録
一
三
七
・
晩
二
七
四
・
晩
二
七
五
・
耋
二
八
八
・
耋
三
三
四
）・
禍

福
（
録
二
○
一
・
後
七
五
）・
貧
富
（
晩
一
九
○
）・
行
為
（
録
二
四
五
・
耋
二

八
八
）、
子
孫
の
禍
福
（
後
一
七
六
）、
家
の
貧
富
（
晩
一
九
一
）
に
か
か

わ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
天
へ
の
人
間
の
か
か
わ
り
方
に
注
目
し
て

み
る
と
、
一
斎
は
こ
の
生
死
や
禍
福
を
つ
か
さ
ど
る
天
に
対
し
て
、

「
順
受
」（
ひ
た
す
ら
従
う
、
録
一
三
七
・
録
二
○
一
・
耋
三
三
四
）
す
べ
き

こ
と
を
説
い
て
い
る
。

　

し
か
し
、
以
上
で
一
斎
の
天
の
す
べ
て
を
言
い
尽
し
た
わ
け
で
は

な
い
。「
吾
が
心
は
即
ち
天
な
り
」（
録
一
九
八
）、「
吾
が
心
の
霊
明

知
覚
の
天
為
る
」（
晩
七
）、「
吾
が
性
は
即
ち
天
な
り
」（
録
一
三
七
）

な
ど
、
天
が
人
間
に
内
在
し
て
い
る
用
例
も
あ
る（

（1
（

。
こ
ち
ら
は
の
ち

に
述
べ
る
よ
う
に
青
年
期
か
ら
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
相
良
氏
が

言
う
⒜
の
天
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
斎
に
あ
っ
て
内
在
・

外
在
二
つ
の
天
は
別
々
の
も
の
で
は
な
い
。
人
間
の
天
へ
の
か
か
わ

り
方
と
し
て
共
通
点
が
あ
る
。
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
一
斎
は
生
死

や
禍
福
を
つ
か
さ
ど
る
天
に
対
し
て
、「
順
受
」
す
べ
き
こ
と
を
説

い
て
い
た
が
、『
言
志
録
』
で
は
連
続
す
る
条
に
お
い
て
つ
ぎ
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

人
は
須
ら
く
地
道
を
守
る
べ
し
。
地
道
は
敬
に
在
り
、
順
に
し

て
天
を
承
く
る
の
み
。（
九
四
）
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耳
目
口
鼻
、
四
肢
百
骸
、
各
々
其
の
職
を
守
り
以
て
心
に
聴
ふ
。

是
れ
地
、
天
に
順
ふ
な
り
。（
九
五
）

地
を
し
て
能
く
天
を
承
け
し
む
る
は
、
天
之
れ
を
使せ

し

む
る
な
り
。

身
を
し
て
能
く
心
に
順
は
し
む
る
は
、
心
之
れ
を
使
む
る
な
り
。

（
九
六
）

こ
こ
で
も
「
順
承
」（
出
典
は
『
易
』
坤
の
彖
伝
「
順
承
レ
天
」
と
文
言
伝

「
坤
道
其
順
乎
、
承
レ
天
而
時
行
」）
が
言
わ
れ
て
い
る（

（1
（

。
一
斎
の
敬
と
は

心
の
主
宰
性
に
身
を
委
ね
、
つ
ま
り
身
を
つ
ね
に
こ
の
主
宰
者
の
下

に
置
い
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
心
（
性
）
が
天
と
言
わ

れ
る
と
き
で
も
、
人
間
（
自
己
）
と
対
峙
す
る
も
の
と
し
て
天
が
と

ら
え
ら
れ
て
お
り
、
天
は
人
間
（
自
己
）
が
聴
従
す
べ
き
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
こ
に
さ
き
に
問
題
に
し
た
一
斎
の
天
、
お
よ
び
天
人
関
係

の
根
本
的
な
特
徴
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

心
性
＝
天
に
関
連
し
て
一
斎
に
は
、
悪
を
心
に
起
因
さ
せ
る
こ
と

を
忌
避
す
る
傾
向
が
あ
る
。
朱
子
学
に
あ
っ
て
は
、
心
は
現
実
に
は

悪
を
も
結
果
す
る
可
能
性
（
背
理
性
）
を
も
っ
た
も
の
と
見
て
、
そ

の
心
が
性
、
さ
ら
に
そ
の
根
源
で
あ
る
天
を
畏
敬
し
、
本
来
性
に
覚

醒
す
る
た
め
の
敬
の
工
夫
（
居
敬
・
持
敬
）
が
説
か
れ
た
。
こ
れ
に
対

し
て
陽
明
学
で
は
、
朱
子
学
の
敬
の
工
夫
は
と
も
す
る
と
心
が
性
に

縛
ら
れ
る
た
め
に
、
心
の
も
つ
活
動
力
が
弱
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

と
危
惧
し
、
敬
は
蛇
足
で
あ
る
と
述
べ
、
悪
を
も
結
果
し
か
ね
な
い

心
の
活
力
を
そ
の
ま
ま
善
創
造
の
活
力
へ
と
転
化
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

と
こ
ろ
が
一
斎
の
場
合
、
朱
子
学
や
陽
明
学
と
も
異
な
っ
て
、
悪
を

心
に
起
因
さ
せ
る
こ
と
を
忌
避
す
る
。『
大
学
』
の
「
所
謂
る
身
を

脩
む
る
は
其
の
心
を
正
す
に
在
り
と
は
、
身
忿
懥
す
る
所
有
れ
ば
、

則
ち
其
の
正
を
得
ず
。
恐
懼
す
る
所
有
れ
ば
、
則
ち
其
の
正
を
得
ず
。

好
楽
す
る
所
有
れ
ば
、
則
ち
其
の
正
を
得
ず
。
憂
患
す
る
所
有
れ
ば
、

則
ち
其
の
正
を
得
ず
」
に
つ
い
て
、
朱
熹
は
『
大
学
章
句
』
の
な
か

で
「
程
子
曰
く
、「
身
有
の
身
は
当
に
心
に
作
る
べ
し
」
と
」
と
記

し
て
い
る
が
、
一
斎
は
『
大
学
一
家
私
言
』
の
な
か
で
、「
程
子
の

云
ふ
「
身
有
の
身
は
当
に
心
に
作
る
べ
し
」
は
、
則
ち
大
い
に
然
ら

ざ
る
者
な
り
。
情
、
軀
殻
の
気
に
動
く
、
故
に
其
の
正
を
得
ざ
る
と

為
す
。
其
れ
を
し
て
本
心
の
理
に
出
で
し
む
れ
ば
、
何
ぞ
正
し
か
ら

ざ
る
こ
と
之
れ
有
ら
ん
」
と
批
判
し
て
い
た
。
一
斎
は
身
（「
軀
殻
の

気
」）
と
心
（「
本
心
の
理
」）
と
を
区
別
し
て
、
情
が
軀
殻
を
作
っ
て

い
る
気
に
振
り
ま
わ
さ
れ
て
発
動
す
る
か
ら
悪
が
結
果
す
る
の
で
あ

る
と
し
て
、
悪
が
生
じ
る
原
因
を
心
で
は
な
く
む
し
ろ
身
の
ほ
う
に

当
て
よ
う
と
し
て
い
る
。『
言
志
録
』
中
に
も
「
性
は
諸
を
天
に
稟

け
、
軀
殻
は
諸
を
地
に
受
く
。
天
は
純
粋
に
し
て
形
無
し
。
形
無
け

れ
ば
則
ち
通
ず
。
乃
ち
善
に
一
な
る
の
み
。
地
は
駁
雑
に
し
て
形
有

り
。
形
有
れ
ば
則
ち
滞
す
。
故
に
善
悪
を
兼
ぬ
」（
一
○
八
）
と
見
え

る
。
一
斎
は
『
心
得
録
』
の
な
か
で
す
で
に
述
べ
て
い
た
。「
誠
は

天
の
道
な
り
、
故
に
乾
に
於
い
て
始
め
て
之
れ
を
言
ふ
。
敬
は
地
の

道
な
り
、
故
に
坤
に
於
い
て
始
め
て
之
れ
を
言
ふ
。
心
性
は
之
れ
を
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143　佐藤一斎の「天」

天
に
稟
く
れ
ば
、
誠
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
形
体
は
之
れ
を
地
に
受

く
れ
ば
、
敬
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」（
第
一
二
条
）。
一
斎
の
敬
と
は
さ

き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
心
の
主
宰
性
に
身
を
委
ね
、
身
を
こ
の
主
宰

者
の
下
に
置
い
て
お
く
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
主
宰
性
が
確
立
し
て

い
る
か
ぎ
り
、
人
間
は
軀
殻
の
気
に
振
り
ま
わ
さ
れ
て
悪
を
生
み
出

す
こ
と
が
な
く
、
誠
が
十
全
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
一
斎
は
、
王
陽
明
の
無
善
無
悪
説
を
採
用
し
て
い
る
が
、
そ

こ
で
も
や
は
り
〈
天
・
心
性
─
地
・
身
〉
の
二
元
的
人
間
理
解
に
も

と
づ
い
て
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
内
実
は
王
陽
明
の
場
合
と
は
異
な
っ

て
い
る
。
王
陽
明
が
心
の
本
体
は
無
善
無
悪
と
言
う
と
き
、
も
と
も

と
そ
れ
は
、
心
の
本
体
は
既
成
の
善
悪
（
価
値
観
）
に
は
と
ら
わ
れ

な
い
と
い
う
こ
と
の
表
現
で
あ
る
。
一
斎
は
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）

に
完
成
し
た
『
伝
習
録
欄
外
書
』
の
な
か
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。「
性
の
本
体
は
、
善
無
く
悪
無
き
と
は
、
形
而
上
を
指
し
て

言
ふ
。
善
悪
の
名
づ
く
べ
き
に
至
り
て
は
、
則
ち
已
に
形
而
下
に
落

つ
。
故
に
善
無
く
悪
無
き
と
は
、
即
ち
所
謂
る
至
善
に
し
て
、
物
と

対
す
る
無
し
。
是
れ
其
の
本
体
な
り（

（1
（

」（
下
巻
・
第
一
〇
八
条
）。「
天

の
命
ず
る
之
れ
を
性
と
謂
ふ
。
只
だ
是
の
理
や
未
だ
形
迹
に
堕
せ
ず

ん
ば
、
善
悪
の
名
づ
く
べ
き
無
し
。
即
ち
所
謂
る
至
善
な
り
。
…
…

但
だ
人
に
軀
殻
有
り
、
斯
こ
に
意
欲
有
り
。
意
欲
有
り
、
斯
こ
に
物

誘
有
り
。
物
誘
有
る
や
、
故
に
其
の
動
く
所
に
過
不
及
有
り
て
、
善

悪
介
す（

（1
（

」（
下
巻
・
第
七
三
条
）。
一
斎
は
無
善
無
悪
を
「
善
悪
名
づ
く

べ
」
き
な
き
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。
善
と
も
悪
と
も
名
づ
け
ら
れ

な
い
何
物
か
を
指
す
。
そ
れ
は
形
而
上
の
絶
対
者
な
る
「
至
善
」
と

い
う
実
体
で
あ
り
、
あ
と
に
「
軀
殻
」
が
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
天

＝
心
性
の
こ
と
と
見
て
よ
い
。
一
斎
の
無
善
無
悪
と
は
そ
の
属
性

（
絶
対
善
）
の
表
現
で
あ
り
、
さ
き
の
『
言
志
録
』
の
「
天
は
純
粋
に

し
て
形
無
し
。
形
無
け
れ
ば
則
ち
通
ず
。
乃
ち
善
に
一
な
る
の
み
」

と
同
様
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る（

（1
（

。

二
、
宣
長
の
神
と
一
斎
の
天

　

林
述
斎
（
蕉
軒
）
は
、
親
し
か
っ
た
平
戸
の
松
浦
静
山
の
『
甲
子

夜
話
』
の
な
か
に
、
本
居
宣
長
に
つ
い
て
批
判
し
た
発
言
を
残
し
て

い
る
。「
蕉
軒
云
、
…
…
近
時
勢
州
の
和
学
者
本
居
宣
長
、
強
て
我

国
の
こ
と
を
主
張
せ
ん
と
て
、
孔
子
に
名
云
し
も
、
ま
す
ま
す
知

ら
ざ
る
の
甚
し
き
も
の
な
り
」
と（

（1
（

。
ま
た
、
述
斎
は
天
保
六
年
（
一

八
三
五
）
に
静
山
に
宛
て
た
書
簡
の
な
か
で
、「
近
頃
、
和
学
家
之
蕣

庵
（
蕣
庵
は
伊
勢
人
、
本
居
宣
長
な
り
。
…
…
此
人
国
学
を
尚
ぶ
の
余
り
、
唐

の
聖
者
堯
舜
孔
子
の
如
き
、
皆
こ
れ
を
訕
り
、
且
中
華
の
学
を
邪
な
り
と
す
。

因
て
近
来
こ
れ
を
非
す
る
者
出
づ
。
是
等
人
の
容
ざ
る
の
最
也
。
…
…
）
な
ど

も
よ
き
時
分
に
死
し
申
候
。
さ
な
け
れ
ば
大
事
に
成
可
レ

申
候
。
又

大
角
（
大
角
は
、
平
田
氏
の
俗
称
な
ら
ん
。
…
…
こ
の
人
も
吾
国
を
尊
ぶ
の
末
、

唐
の
聖
賢
を
嘲
る
。
こ
れ
も
亦
人
の
容
ざ
る
者
に
し
て
、
林
氏
の
挙
に
与
ら
ざ
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る
漢
と
す
）
も
、
公
辺
よ
り
御
沙
汰
に
而
尾
張
家
出
入
さ
し
留
に
成

り
、
今
は
逐
電
と
聞
へ
申
候
。
是
等
数
に
不
レ

入
輩
な
が
ら
愚
俗
の

信
じ
候
者
は
、
多
分
山
師
多
く
御
坐
候
」
と
述
べ
て
い
る（

（1
（

。
括
弧
内

は
静
山
が
補
足
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
林
家
と
国
学
（
本
居
宣
長
・
平

田
篤
胤
）
と
の
緊
張
関
係
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
林
家
塾
長
で

あ
っ
た
一
斎
の
思
想
も
こ
の
緊
張
関
係
を
踏
ま
え
て
と
ら
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
。
国
学
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
斎
の
思
想
に
新

た
な
光
を
当
て
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

　

本
居
宣
長
の
神
と
佐
藤
一
斎
の
天
と
を
比
較
す
る
と
、
ど
ち
ら
も

外
在
的
で
あ
り
、
か
つ
不
可
測
で
あ
る
と
い
う
点
で
実
は
共
通
し

て
い
る
。
宣
長
は
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
に
成
り
、
享
和
三
年
（
一

八
〇
三
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
く
ず
花
』
の
な
か
で
神
に
つ
い
て
、「
す

べ
て
神
の
御み

所し
わ
ざ行

は
、
尋よ

の

常つ
ね

の
理
を
も
て
、
人
の
よ
く
測
り
知
と
こ

ろ
に
あ
ら
ず
」「
神
は
…
…
甚
奇く

す
しく

霊あ
や

し
く
坐シ

ま
し
て
、
人
の
智
の

は
か
り
知
る
こ
と
あ
た
は
ざ
る
処
お
ほ
く
、
又
善
も
悪
も
有
て
、
そ

の
徳
も
し
わ
ざ
も
、
又
勝
れ
た
る
も
あ
り
、
劣
れ
る
も
有
」
と
述
べ

る（
（1
（

。
悪
と
は
禍
津
日
神
な
ど
を
指
し
て
い
る
。
宣
長
は
神
は
不
可
測

で
あ
る
こ
と
を
言
う
が
、
一
斎
も
『
言
志
録
』
の
な
か
で
、「
天
の

万
物
を
生
ず
る
、
一
に
何
ぞ
無
用
の
多
き
や
。
材
に
中
ら
ざ
る
の
草

木
有
り
、
食
ふ
べ
か
ら
ざ
る
の
禽
獣
虫
魚
有
り
。
天
果
た
し
て
何
の

用
有
り
て
之
れ
を
生
ず
る
や
。
殆
ど
情
量
の
及
ぶ
所
に
非
ず
」（
一

〇
五
）
と
、
天
の
不
可
測
さ
を
言
う
。
の
ち
の
も
の
で
あ
る
が
一
斎

は
『
言
志
耋
録
』
の
な
か
で
も
、「
天
は
測
る
べ
か
ら
ず
し
て
、
或

い
は
測
る
べ
し
」（
二
三
三
）
と
述
べ
て
い
る
。
人
間
に
と
っ
て
天
意

は
測
り
か
ね
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
相
良
氏
も
、
一
斎
の
天
は
不
可
測

な
面
も
も
っ
て
い
る
と
述
べ
て
い
た
。

　

し
か
し
一
斎
の
天
は
そ
れ
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。『
言
志

録
』
に
言
う
。

…
…
理
に
測
る
べ
き
の
理
有
り
、
測
る
べ
か
ら
ざ
る
の
理
有
り
。

之
れ
を
要
す
る
に
皆
な
一
理
な
り
。
人
は
当
に
測
る
べ
き
の
理

に
安
ん
じ
、
以
て
測
る
べ
か
ら
ざ
る
の
理
を
俟
つ
べ
し
。
是
れ

人
道
な
り
、
即
ち
天
命
な
り
。（
二
四
四
）

不
可
測
で
あ
り
な
が
ら
も
そ
こ
に
は
理
が
存
在
す
る
と
い
う
。
一
斎

の
場
合
、
人
間
の
営
為
に
よ
っ
て
物
事
は
い
ず
れ
達
成
す
る
と
い
う

確
信
が
あ
る
。
天
は
人
間
の
能
力
か
ら
す
れ
ば
不
可
測
な
面
も
あ
る

が
、
そ
こ
に
は
人
間
に
は
わ
か
ら
な
い
深
慮
が
あ
る
も
の
と
し
て
信

頼
感
を
も
っ
て
受
け
と
め
ら
れ
て
い
る（

（2
（

。

　

ま
た
、
宣
長
は
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
に
成
っ
た
『
直
毘
霊
』

の
な
か
で
、「
皇

す
め
ら

大お
お

御み

国く
に

は
、
掛
ま
く
も
可か

し
こ畏

き
神か

む

御み

祖お
や

天
照
大
御

神
の
、
御み

生あ
れ

坐ま
せ

る
大
御
国
に
し
て
、
万
国
に
勝
れ
た
る
所ゆ

由え

は
、
先

こ
ゝ
に
い
ち
じ
る
し
」
と
述
べ（

（2
（

、
特
殊
日
本
の
優
越
性
を
説
い
て

い
る
。
一
斎
は
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）、
二
十
歳
の
折
り
に
成
っ
た

『
蘐
園
闢
蕪
』
の
な
か
で
、「
夫
れ
仁
義
礼
智
は
、
天
地
自
然
の
道
に

し
て
、
万
古
に
亘
り
て
改
ま
ら
ず
、
人
性
に
存
し
て
滅
せ
ず
。
諸
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145　佐藤一斎の「天」

を
夏
華
に
行
ふ
べ
く
、
諸
を
戎
狄
に
行
ふ
べ
し
」（
第
五
則
）
と
、
国

際
上
の
道
の
普
遍
性
を
説
い
て
い
た
が（

（2
（

、『
言
志
録
』
で
は
「
茫
茫

た
る
宇
宙
、
此
の
道
は
只
だ
是
れ
一
貫
す
。
人
よ
り
之
れ
を
視
る
に
、

中
国
有
り
、
夷
狄
有
り
。
天
よ
り
之
れ
を
視
る
に
、
中
国
無
く
、
夷

狄
無
し
。
…
…
天
は
寧
く
ん
ぞ
厚
薄
愛
憎
を
其
の
間
に
有
せ
ん
や
」

（
一
三
一
）
と
述
べ
て
お
り
、
道
の
普
遍
性
を
支
え
る
も
の
と
し
て
公

平
な
る
天
が
登
場
す
る
。
一
斎
の
こ
の
発
言
は
中
華
崇
拝
へ
の
批
判

と
し
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
国
学
と
も
対
立
す
る
。
一

斎
の
天
は
国
学
の
神
と
は
異
な
り
、
日
本
だ
け
を
重
要
視
す
る
と
い

う
も
の
で
は
な
い
。
以
上
か
ら
見
る
に
、
一
斎
の
天
は
宣
長
な
ど
の

不
可
測
説
や
悪
神
説
、
日
本
の
優
越
性
の
主
張
な
ど
を
乗
り
越
え
よ

う
と
す
る
な
か
で
形
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。

三
、
数

　

一
斎
は
『
言
志
録
』
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

人
、
災
患
に
罹か

か

る
や
、
鬼
神
を
禱
り
以
て
之
れ
を
禳
ふ
。
苟
も

誠
を
以
て
禱
ら
ば
、
或
い
は
以
て
験
を
得
べ
し
。
然
る
に
猶
ほ

惑
ふ
な
り
。
凡
そ
天
来
の
禍
福
は
数
有
り
て
、
趨
避
す
べ
か
ら

ず
、
又
た
趨
避
す
る
能
は
ず
。
鬼
神
の
力
、
縦
ひ
能
く
一
時
之

れ
を
禳
ふ
も
、
而
れ
ど
も
数
有
る
の
禍
は
竟
に
免
る
る
能
は
ず
。

天
必
ず
他
の
禍
を
以
て
之
れ
に
博か

ふ
。
譬
ふ
る
に
頭
目
の
疾
、

諸
を
腹
背
に
移
す
が
ご
と
し
。
何
の
益
か
之
れ
有
ら
ん
。
故
に

君
子
は
順
に
其
の
正
を
受
く
。（
二
〇
一
）

冒
頭
で
見
た
よ
う
に
、
本
居
宣
長
は
天
よ
り
神
を
重
要
視
し
て
い
た

が
、
一
斎
は
神
（
鬼
神
）
と
天
と
を
対
峙
さ
せ
て
、
神
を
超
え
た
存

在
と
し
て
天
を
位
置
づ
け
る
。
そ
の
天
は
神
に
替
わ
っ
て
強
力
な
作

用
を
人
間
に
及
ぼ
す
。
こ
こ
で
も
「
順
受
」（
出
典
は
『
孟
子
』
尽
心
上

篇
）
が
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
出
て
く
る
「
数
」
と
は
運
命
の
こ

と
で
あ
る
。
一
斎
の
天
に
つ
い
て
考
察
す
る
際
に
は
、
数
に
つ
い

て
も
取
り
上
げ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
「
天
定
の
数
」（
録
二
四

三
）
と
も
表
現
さ
れ
、
天
に
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る（

（2
（

。「
宇

宙
間
の
事
事
物
物
は
、
自
ら
一
定
の
数
有
り
。
吉
凶
禍
福
・
盛
衰
治

乱
は
、
命
に
非
ざ
る
は
莫
き
な
り
」（『
孟
子
欄
外
書
』
尽
心
上
篇
）
な

ど
と（

（2
（

、
一
斎
は
人
間
を
取
り
巻
く
世
界
に
お
け
る
数
に
つ
い
て
し
ば

し
ば
説
い
て
い
る
。
そ
の
実
体
は
気
の
運
動
で
あ
る
た
め
「
気
数
」

と
も
表
現
さ
れ
る
。
ま
た
そ
れ
が
歴
史
の
う
ね
り
と
し
て
と
ら
え
ら

れ
る
と
き
に
は
「
気
運
」
と
言
わ
れ
る
。
数
は
「
旋
転
し
て
移
る
」

（
耋
八
二
）
つ
ま
り
循
環
的
に
運
動
し
、
ま
た
「
気
数
の
然
る
所
以
は
、

亦
た
理
な
り
」（『
論
語
欄
外
書
』
李
氏
篇
）
と
、
気
数
の
奥
一
層
に
は

そ
の
根
拠
と
し
て
の
理
が
あ
る（

（2
（

。
つ
ま
り
理
法
的
に
循
環
す
る
も
の

な
の
で
あ
る
。
な
お
一
斎
は
こ
の
理
を
「
易
理
」（
後
二
五
）
と
も
表

現
し
て
い
る（

（2
（

。
と
こ
ろ
で
朱
熹
も
気
数
を
言
う
。
し
か
し
朱
熹
の
気

数
は
三
浦
國
雄
氏
に
よ
れ
ば
、
気
の
変
数
と
し
て
理
の
制
禦
か
ら
逸
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脱
し
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
り（

（2
（

、
一
斎
の
場
合
と
は
異
な
る
。

　

で
は
人
間
は
数
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
る
か
。
数
の
根
拠
で
あ
る

理
は
「
数
理
は
則
ち
前
に
定
ま
る
」（
後
二
五
二
）
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
も
の
で
あ
り
、
人
間
に
と
っ
て
移
動
不
可
能
な

も
の
と
し
て
、
天
と
数
と
が
結
合
さ
れ
「
天
定
の
数
は
、
移
動
す
る

能
は
ず
」（
録
二
四
三
）
と
も
表
現
さ
れ
る
。
こ
の
点
も
朱
熹
と
は
異

な
る
。
三
浦
氏
に
よ
れ
ば
、
朱
熹
に
あ
っ
て
は
天
が
気
数
の
変
調
を

返
す
べ
く
信
頼
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
一
斎
の
場
合
、
気
数
と
理
と

天
と
が
一
元
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
て
『
言
志
録
』
の
開
巻

第
一
条
は
こ
の
数
に
つ
い
て
の
論
で
あ
る
。

凡
そ
天
地
間
の
事
は
、
古
往
今
来
・
陰
陽
昼
夜
、
日
月
代こ

も

々ご
も

明

る
く
、
四
時
錯た

が

ひ
に
行め

ぐ

り
、
其
の
数
は
皆
な
前
に
定
ま
る
。
人

の
富
貴
貧
賤
・
死
生
寿
殀
・
利
害
栄
辱
・
聚
散
離
合
に
至
る

も
、
一
定
の
数
に
非
ざ
る
は
莫
し
。
殊
に
未
だ
之
れ
を
前
知
せ

ざ
る
の
み
。
譬
ふ
る
に
猶
ほ
傀
儡
の
戯
れ
の
、
機
関
已
に
具
は

り
て
、
観
る
者
知
ら
ざ
る
が
ご
と
き
な
り
。
世
人
は
其
の
此
く

の
如
き
を
悟
ら
ず
、
以
て
己
の
知
力
恃
む
に
足
る
と
為
し
て
、

終
身
役
役
と
東
索
西
求
し
、
遂
に
悴
労
し
て
以
て
斃
る
。
斯
れ

亦
た
惑
ふ
こ
と
の
甚
だ
し
き
な
り
。（
傍
線
筆
者
）

前
田
愛
氏
ら
に
よ
る（

（2
（

い
わ
ゆ
る
Ａ
系
稿
本
で
は
、
は
じ
め
の
傍
線
部

が
「
其
の
理
は
皆
な
前
に
定
ま
る
」
に
、
つ
ぎ
の
傍
線
部
が
「
一
定

の
命
に
非
ざ
る
は
莫
し
」
に
、
最
後
の
傍
線
部
が
「
世
人
は
天
命
の

移
動
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
此
く
の
如
き
を
悟
ら
ず
」
に
な
っ
て
い

た（
（2
（

。
い
わ
ゆ
る
Ｃ
稿
本
か
ら
数
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と

は
、
こ
の
条
が
執
筆
さ
れ
た
文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
五
月
二
十
六

日
か
ら
、『
言
志
録
』
の
Ｃ
稿
本
（
最
終
稿
本
）
が
成
立
し
た
文
政
六

年
（
一
八
二
三
）
十
二
月
ま
で
の
間
に
、
一
斎
の
数
の
論
も
確
立
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
斎
は
ど
う
い
う
意
図
か
ら
数
を
説
い
て
い
る
の
か
。『
言
志
録
』

の
最
後
の
四
条
（
二
四
三
〜
二
四
六
）
も
数
の
論
で
あ
る
が
、
そ
の
う

ち
第
二
四
五
条
を
見
よ
う
。

凡
そ
事
を
作
す
に
、
当
に
人
を
尽
く
し
て
天
に
聴
ふ
べ
し
。
人

の
平
生
放
懶ら

ん

怠
惰
な
る
有
り
て
、
輒
ち
「
人
力
も
て
徒
労
す
る

は
益
無
し
、
数
は
天
来
に
諉
ね
ん
」
と
謂
は
ば
、
則
ち
事
は
必

ず
成
ら
ず
。
蓋
し
是
の
人
、
天
之
れ
が
魄
を
奪
ひ
て
然
ら
し
む
、

畢
竟
亦
た
数
な
り
。
人
の
平
生
敬
慎
勉
力
な
る
有
り
て
、
乃
ち

「
人
の
理
尽
く
さ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
数
は
天
定
に
俟
た
ん
」
と

謂
は
ば
、
則
ち
事
は
必
ず
成
る
。
蓋
し
是
の
人
、
天
之
れ
が
衷

を
誘
ひ
て
然
ら
し
む
、
畢
竟
亦
た
数
な
り
。
又
た
人
を
尽
く
し

て
事
成
ら
ざ
る
有
り
。
是
れ
理
の
成
る
べ
く
し
て
数
の
未
だ
至

ら
ざ
る
者
に
し
て
、
数
至
れ
ば
則
ち
成
る
。
人
を
尽
く
さ
ず
し

て
事
偶
々
成
る
は
、
是
れ
理
の
成
る
べ
か
ら
ず
し
て
数
の
已
に

至
る
者
に
し
て
、
終
に
亦
た
必
ず
敗
を
致
す
。
之
れ
を
要
す
る

に
皆
な
数
な
り
。
成
敗
の
、
其
の
身
に
於
い
て
せ
ず
し
て
其
の
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147　佐藤一斎の「天」

子
孫
に
於
い
て
す
る
者
有
る
も
、
亦
た
数
な
り
。（
傍
線
筆
者
）

こ
の
条
に
つ
い
て
、
相
良
亨
氏
は
日
本
思
想
大
系
の
解
説
の
な
か
で

言
う
。注

目
す
べ
き
こ
と
は
一
斎
が
ま
た
、
人
が
「
放
懶
怠
惰
」
な
の

は
、
実
は
「
天
こ
れ
が
魄
を
奪
ひ
て
然
ら
し
む
、
畢
竟
ま
た
数

な
り
」
と
い
い
、
人
が
「
敬
慎
勉
力
」
な
の
は
、
実
は
「
天
こ

れ
が
衷
を
誘
ひ
て
然
ら
し
む
、
畢
竟
ま
た
数
な
り
」
と
い
う
と

こ
ろ
で
あ
る
。
こ
う
な
る
と
す
べ
て
は
測
る
可
か
ら
ざ
る
も

の
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
お
り
、
一
斎
の
『
言
志
四
録
』
の

立
論
も
、
ひ
ろ
く
は
人
間
の
す
べ
て
の
営
み
も
、
す
べ
て
無
意

味
な
も
の
と
し
て
崩
潰
す
る
感
を
ま
ぬ
か
れ
な
い
。
…
…
そ
こ

で
、
も
う
一
度
こ
の
「
天
定
の
数
」
の
議
論
が
一
斎
自
身
に
ど

の
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、

次
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
く
る
。
即
ち
、
一
斎
は
現
に
道
義
的

な
向
上
に
努
め
て
い
る
人
物
で
あ
り
、「
養
生
」
に
努
め
て
い

る
人
物
で
あ
る
と
考
え
て
み
よ
う
。
し
か
し
て
、
そ
の
一
斎
が

こ
の
「
天
定
の
数
」
の
議
論
を
は
い
て
い
る
と
考
え
て
み
よ
う
。

こ
う
考
え
る
と
、
現
に
あ
る
一
斎
の
あ
り
方
は
、
ま
さ
に
天
に

よ
っ
て
誘
わ
れ
つ
つ
あ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う
。
一
斎
の
意
識
の
中
に
は
、
自
ら
を
天
に
よ
っ
て
誘
わ

れ
つ
つ
あ
る
も
の
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
選
ば
れ
た
も
の
で
あ

る
と
い
う
意
識
が
流
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

数
の
議
論
は
、
…
…
自
ら
を
天
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
者
と
す
る

意
識
に
お
い
て
説
か
れ
た
も
の
と
理
解
し
な
い
で
は
お
ら
れ
な

い
。
し
か
し
て
、
こ
の
意
識
は
、
一
方
、
遊
惰
な
者
を
天
に
み

す
て
ら
れ
た
者
、
所
詮
何
と
も
な
し
が
た
い
者
と
み
る
こ
と
に

な
ろ
う
。
家
老
の
子
に
生
れ
、
林
家
の
塾
長
と
な
り
、
後
に
昌

平
黌
の
儒
官
と
な
っ
た
一
斎
の
精
神
貴
族
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド

が
、
こ
こ
に
は
し
な
く
も
示
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
ら
ば

そ
の
「
独
立
自
信
」
も
天
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
者
の
誇
り
た
か

い
主
張
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

氏
の
理
解
に
は
い
く
つ
か
問
題
が
あ
る
。
第
一
に
、
氏
は
「
す
べ
て

は
測
る
可
か
ら
ざ
る
も
の
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
」
い
る
と
言
う
の

だ
が
、
こ
の
条
の
前
の
条
は
、
さ
き
に
も
挙
げ
た
「
数
の
然
ら
ざ
る

を
得
ざ
る
所
以
の
者
は
、
即
ち
理
な
り
。
理
に
測
る
べ
き
の
理
有

り
、
測
る
べ
か
ら
ざ
る
の
理
有
り
。
之
れ
を
要
す
る
に
皆
な
一
理
な

り
。
人
は
当
に
測
る
べ
き
の
理
に
安
ん
じ
、
以
て
測
る
べ
か
ら
ざ
る

の
理
を
俟
つ
べ
し
。
…
…
」（
録
二
四
四
）
で
あ
る
。「
測
る
可
か
ら

ざ
る
も
の
」
と
い
う
表
現
は
こ
れ
を
受
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
氏

は
「
測
る
べ
か
ら
ざ
る
の
理
」
の
「
理
」
を
見
落
と
し
て
い
る
。
一

斎
は
、
人
間
に
と
っ
て
不
可
測
の
状
況
の
な
か
に
も
理
が
あ
る
と
信

じ
て
い
る
。
彼
に
お
い
て
状
況
の
奥
に
あ
る
理
へ
の
信
頼
は
強
い
。

第
二
に
、
こ
の
第
二
四
五
条
に
関
連
す
る
条
と
し
て
、『
言
志
録
』

の
い
わ
ゆ
る
Ｂ
系
稿
本
第
五
七
条
が
あ
る
。
こ
の
条
は
刊
本
で
は
削
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除
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
「
善
を
作
し
て
慶
至
ら

ざ
る
は
、
其
の
先
必
ず
余
殃
有
り
。
殃
尽
き
て
慶
至
る
。
不
善
を
作

し
て
殃
至
ら
ざ
る
は
、
其
の
先
必
ず
余
慶
有
り
。
慶
尽
き
て
殃
至
る
。

其
の
身
に
於
い
て
せ
ざ
れ
ば
、
必
ず
其
の
子
孫
に
於
い
て
す
。
試
み

に
之
れ
を
思
へ
、
四
時
逓た

が

ひ
に
運
り
、
万
古
違
は
ず
、
天
道
は
皆
な

然
り
」
と
説
か
れ
て
い
る（

（3
（

。
善
を
行
っ
て
な
か
な
か
相
応
の
応
報
が

得
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、「
天
道
」
を
疑
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
こ

で
一
斎
は
、
自
分
一
代
を
超
え
た
先
祖
か
ら
の
余
慶
や
余
殃
を
考
え

て
お
り
、「
天
道
」
の
厳
正
さ
へ
の
信
頼
感
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
点
を
踏
ま
え
て
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
第
三
に
、
一
斎
は
そ

れ
ぞ
れ
の
自
己
に
即
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
道
徳
修
養
を
行
う
各
人
の
自

得
を
尊
重
し
て
い
た
が（

（3
（

、
氏
の
理
解
だ
と
そ
の
点
に
そ
ぐ
わ
な
い
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
条
を
実
践
者
に
即
し
て
読
ん
で
み
る
。

こ
こ
で
天
が
「
之
れ
が
魄
を
奪
ひ
」「
放
懶
怠
惰
」
に
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
、「
之
れ
が
衷
を
誘
ひ
」「
敬
慎
勉
力
」
に
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
天
意
は
、
人
が
行
為
を
起
こ
し
た
そ
の
場

で
は
じ
め
て
体
認
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
人
が
努
力
し
て
行
為
し
て

い
る
以
上
は
天
が
そ
う
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
り
、
人
は
事
の
成
就

に
関
し
て
、
そ
う
さ
せ
て
い
る
天
の
保
証
を
得
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
さ
き
の
条
の
傍
線
部
に
注
目
さ
れ
た
い
。「
人
力
も
て
徒
労

す
る
は
益
無
し
、
数
は
天
来
に
諉
ね
ん
」
と
言
え
ば
、「
事
は
必
ず

成
ら
ず
」、「
人
の
理
尽
く
さ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
数
は
天
定
に
俟
た

ん
」
と
言
え
ば
、「
事
は
必
ず
成
る
」
の
で
あ
り
、「
人
を
尽
く
し
て

事
成
ら
ず
」
と
し
て
も
「
数
至
れ
ば
則
ち
成
る
」
の
で
あ
り
、「
人

を
尽
く
さ
ず
し
て
事
偶
々
成
る
」
場
合
は
「
終
に
亦
た
必
ず
敗
を
致

す
」
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
成
敗
の
、
其
の
身
に
於
い
て
せ
ず
し
て

其
の
子
孫
に
於
い
て
す
る
者
有
る
」
と
も
言
う
。
こ
こ
で
は
人
の
善

悪
へ
の
天
の
応
報
の
厳
正
さ
が
説
か
れ
て
い
る
。
一
斎
に
あ
っ
て
や

は
り
天
へ
の
信
頼
は
保
持
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
相
良
氏
は
、
一

斎
に
は
天
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
者
と
し
て
の
意
識
が
流
れ
て
い
る
旨

を
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
当
た
ら
な
い（

（3
（

。

四
、
死
生
観

　

一
斎
の
天
は
人
の
死
の
問
題
と
も
か
か
わ
る
形
で
登
場
し
て
く
る
。

本
居
宣
長
は
周
知
の
と
お
り
死
後
、
人
は
黄
泉
の
国
に
行
か
ざ
る
を

え
な
い
と
説
い
た
。『
答
問
録
』
一
二
で
は
「
よ
み
の
国
は
、
き
た

な
く
あ
し
き
所
に
候
へ
共
、
死
ぬ
れ
ば
必
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
事
に
候

故
に
、
此
世
に
死
ぬ
る
ほ
ど
か
な
し
き
事
は
候
は
ぬ
也
」
と
述
べ
て

い
る（

（3
（

。
こ
の
宣
長
の
死
後
観
は
当
時
に
あ
っ
て
は
衝
撃
的
な
も
の
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
受
け
て
文
化
・
文
政
期
に
は
諸

学
を
超
え
て
死
後
安
心
論
（
死
へ
向
け
て
の
心
の
安
定
を
得
る
た
め
の
論
）

が
問
題
と
な
っ
た
。

　

平
田
篤
胤
（
安
永
五
・
一
七
七
六
年
〜
天
保
十
四
・
一
八
四
三
年
）
は
文
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149　佐藤一斎の「天」

化
九
年
（
一
八
一
二
）
に
成
り
、
翌
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
霊
の
真
柱
』

下
巻
の
な
か
で
宣
長
を
批
判
し
て
、「
古
く
も
今
も
、
人
の
死
れ
ば
、

其
魂
は
尽

こ
と
ご
と

に
、
夜
見
国
に
帰ゆ

く

と
い
ふ
説こ

と

の
あ
る
は
、
あ
な
か
し

こ
、
伊
邪
那
岐
大
神
の
、
い
み
じ
く
も
お
も
ほ
し
定

お
き
て

賜た
ま

へ
る
そ
の
神か

む

御み
は

慮か
り

を
お
も
ひ
奉
ら
ず
、
ま
た
大
国
主
神
の
、
幽か

み

冥ご
と

を
掌し

り
治し

ろ

し
看め

す
、
幽

ふ
か
き

契ち
ぎ
りの

妙
な
る
謂レ

を
も
順か

ん
が考

へ
ず
、
い
と
も
忌ゆ

々
し
き
曲ま

が

説ご
と

に

て
、
慨

う
れ
た
きこ

と
の
か
ぎ
り
に
な
む
有
け
る
」
と
述
べ
る（

（3
（

。
そ
し
て
同
じ

く
『
霊
の
真
柱
』
下
巻
の
な
か
で
言
う
。

抑
、
そ
の
冥
府
と
云
ふ
は
、
此
顕う

つ
し

国く
に

を
お
き
て
、
別こ

と

に
一ひ

と

処と
こ
ろあ

る
に
も
あ
ら
ず
、
直た

だ
ちに

こ
の
顕
国
の
内
い
づ
こ
に
も
有

な
れ
ど
も
、
幽ほ

の
か冥

に
し
て
、
現う

つ

世し
よ

と
は
隔
り
見
え
ず
。
…
…
そ

の
冥め

い

府ふ

よ
り
は
、
人
の
し
わ
ざ
の
よ
く
見
ゆ
め
る
を
、
顕う

つ

世し
よ

よ

り
は
、
そ
の
幽
冥
を
見
る
こ
と
あ
た
は
ず（

（3
（

。

篤
胤
は
、
こ
れ
も
周
知
の
と
お
り
死
後
の
霊
魂
が
居
る
場
所
＝
幽
冥

界
（「
冥
府
」）
を
構
想
す
る
。
篤
胤
の
死
後
安
心
論
が
幽
冥
界
を
拠

り
所
と
し
た
の
に
対
し
、
一
斎
が
拠
り
所
と
し
た
の
は
天
で
あ
る
。

『
言
志
録
』
に
言
う
。

天
は
之
れ
を
生
じ
て
、
天
は
之
れ
を
死
せ
し
む
。
一
に
天
に
聴

し
た
が

ふ
の
み
。
吾
れ
何
ぞ
畏
れ
ん
。
吾
が
性
は
即
ち
天
な
り
。
軀
殻

は
則
ち
天
を
蔵
す
る
の
室
な
り
。
精
気
の
物
と
為
る
や
、
天
は

此
の
室
に
寓
す
。
遊
魂
の
変
を
為
す
や
、
天
は
此
の
室
を
離
る
。

死
の
後
は
即
ち
生
の
前
、
生
の
前
は
即
ち
死
の
後
に
し
て
、
吾

が
性
の
性
為
る
所
以
の
者
は
、
恒
に
死
生
の
外
に
在
り
。
吾
れ

何
ぞ
畏
れ
ん
。（
一
三
七
）

「
吾
れ
何
ぞ
畏
れ
ん
」
と
述
べ
、
死
に
対
す
る
恐
怖
を
乗
り
越
え
る

理
論
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
際
、
一
斎
が
拠
り
所
と
し
た
の

は
天
で
あ
る
。
一
斎
は
「
軀
殻
」
＝
身
体
と
、「
性
」
＝
天
と
を
区

分
し
て
、
死
生
は
「
軀
殻
」
レ
ベ
ル
の
問
題
で
あ
り
、
人
間
の
内
な

る
本
質
と
し
て
の
「
性
」
は
即
ち
天
が
宿
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
死

生
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
説
き
、
死
生
を
相
対
化
し
よ
う
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
一
斎
に
お
い
て
天
が
登
場
し
て
く
る
理
由

の
一
つ
と
し
て
、
死
の
相
対
化
（
一
種
の
死
後
安
心
論
）
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
や
は
り
陽
明
学
を
学
ん
だ
熊
沢
蕃
山
（
元
和
五
・
一

六
一
九
年
〜
元
禄
四
・
一
六
九
一
年
）
は
、
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
に

初
版
本
が
刊
行
さ
れ
、
延
宝
年
間
（
一
六
七
三
〜
八
一
）
に
二
版
本
が

刊
行
さ
れ
た
『
集
義
和
書
』（
巻
一
四
）
の
な
か
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。

心
友
問
。
世
の
学
者
の
云
、
人
死
し
て
精
神
な
し
。
父
母
先
祖

を
祭
と
い
へ
共
、
其
祭
を
受
べ
き
者
な
し
。
…
…
誠
に
我
・
人

共
に
死
し
て
は
何
か
あ
る
べ
き
。

云
。
…
…
た
ゞ
人
心
の
み
を
見
て
此
見
あ
り
。
人
心
は
形
気
の

心
也
。
此
形
な
け
れ
ば
此
心
な
し
。
吾
人
の
本
心
は
理
也
。
理

は
無
レ

始
無
レ

終
、
生
生
し
て
不
レ

息
、
則
性
則
心
也
。
君
子
は
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此
理
明
ら
か
に
し
て
存
す
。
死
生
を
以
て
二
に
せ
ず
。
…
…
亡

び
ざ
る
者
は
常
に
存
し
、
亡
る
も
の
は
今
よ
り
な
し（

（3
（

。

質
問
者
に
よ
れ
ば
、
人
間
は
死
後
、
結
局
の
と
こ
ろ
何
も
残
ら
な
く

な
る
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
蕃
山
は
、「
世
の
学
者
」
や
質
問
者

の
と
ら
え
方
は
、「
形
」
に
即
し
た
心
で
あ
る
「
人
心
」
だ
け
を
問

題
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
身
体
の
次
元
を
超
え
る
べ
き
こ
と
を
説
い

て
い
る
。
そ
し
て
「
人
心
」
＝「
形
気
の
心
」
＝「
亡
る
も
の
」
と
は

異
な
る
、
よ
り
本
質
的
な
内
な
る
「
本
心
」
＝「
理
」
＝「
亡
び
ざ
る

者
」
の
存
在
を
説
き
、
心
の
内
面
を
拠
り
所
に
し
て
身
体
の
生
死
を

相
対
化
し
よ
う
と
す
る
。

　

同
じ
く
陽
明
学
を
学
ん
だ
大
塩
中
斎
（
寛
政
五
・
一
七
九
三
年
〜
天
保

八
・
一
八
三
七
年
）
は
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
洗

心
洞
劄
記
』
の
な
か
で
、「
人
は
神
を
存
し
て
以
て
性
を
尽
く
せ
ば
、

則
ち
散
じ
て
死
す
と
雖
も
、
其
の
方
寸
の
虚
は
、
太
虚
と
混
一
し

て
流
れ
を
同
じ
く
し
、
朽
ち
ず
滅
び
ず
。
人
如も

し
虚
を
失
は
ず
し
て

此
こ
に
至
ら
ば
、
亦
た
大
い
な
る
か
な
、
盛
ん
な
る
か
な
」（
巻
下
、

第
一
〇
六
条
）
と
言
う（

（3
（

。「
散
じ
て
死
す
」
る
身
体
に
対
し
、
中
斎
が

拠
り
所
と
し
て
い
る
の
は
「
太
虚
」
で
あ
る
。
人
間
は
内
な
る
「
太

虚
」
＝「
方
寸
の
虚
」
を
保
持
し
て
い
く
な
ら
ば
、「
朽
ち
ず
滅
び

ず
」
と
い
う
境
地
に
至
る
の
で
あ
る
と
い
う
。

　

以
上
、
蕃
山
、
中
斎
と
、
一
斎
と
同
じ
く
陽
明
学
を
学
ん
だ
思
想

家
た
ち
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
彼
ら
は
用
語
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、

「
亡
び
ざ
る
」「
本
心
」（
蕃
山
）、「
死
生
の
外
」
な
る
「
天
」「
性
」

（
一
斎
）、「
朽
ち
ず
滅
び
」
ざ
る
「
太
虚
」（
中
斎
）
と
、
い
ず
れ
も
心

の
内
面
を
拠
り
所
に
し
て
超
越
的
・
根
源
的
な
存
在
と
の
一
体
を
求

め
、
身
体
の
生
死
を
相
対
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
一
斎

が
拠
り
所
に
し
た
の
が
天
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

　

宣
長
が
神
々
の
世
界
を
構
築
し
、
天
の
働
き
へ
の
否
定
的
見
解

を
述
べ
た
の
を
契
機
に
、
文
化
・
文
政
期
に
は
天
（
あ
る
い
は
天
祖
）

が
強
く
打
ち
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
後
期
水
戸
学
に
お
い
て

は
会
沢
正
志
斎
（
天
明
元
・
一
七
八
一
年
〜
文
久
三
・
一
八
六
三
年
）
の
代

に
な
る
と
、
天
の
重
要
度
が
増
し
て
く
る
。
そ
れ
以
前
の
寛
政
三

年
（
一
七
九
一
）
に
成
っ
た
『
正
名
論
』
の
な
か
で
藤
田
幽
谷
（
安
永

三
・
一
七
七
四
年
〜
文
政
九
・
一
八
二
六
年
）
は
、「
天
皇
の
尊
き
は
、
宇

内
に
二
無
け
れ
ば
、
則
ち
崇
奉
し
て
之
れ
に
事
ふ
る
こ
と
、
固
よ
り

夫
の
上
天
杳
冥
に
し
て
、
皇
尸
、
戯
れ
に
近
き
が
ご
と
き
の
比
に
非

ず
し
て
、
天
下
の
君
臣
為
る
者
を
し
て
則
を
取
ら
し
む
る
、
焉
れ
よ

り
近
き
は
莫
し
」
と
述
べ
て
い
た（

（3
（

。
日
本
で
天
皇
に
事
え
る
こ
と
と

比
べ
る
と
、
中
国
で
の
祭
祀
対
象
と
し
て
の
天
は
「
杳
冥
」（
は
る
か

で
と
ら
え
に
く
い
）
と
し
て
い
る
点
に
注
意
し
た
い
。
こ
れ
に
対
し
文

政
八
年
（
一
八
二
五
）
に
成
り
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
刊
行
さ
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151　佐藤一斎の「天」

れ
た
『
新
論
』
国
体
上
の
な
か
で
正
志
斎
は
言
う
。

昔
者
、
天
祖
、
肇
め
て
鴻
基
を
建
て
た
ま
ふ
や
、
位
は
即
ち
天

位
、
徳
は
即
ち
天
徳
に
し
て
、
以
て
天
業
を
経
綸
し
、
細
大

の
事
、
一
も
天
に
非
ざ
る
者
無
し
。
…
…
天
祖
は
天
に
在
り

て
、
下
土
に
照
臨
し
た
ま
ひ
、
天
孫
は
誠
敬
を
下
に
尽
く
し
て
、

以
て
天
祖
に
報
じ
た
ま
ふ
。
祭
政
維
れ
一
、
治
む
る
所
の
天

職
、
代
は
る
所
の
天
工
は
、
一
と
し
て
天
祖
に
事
ふ
る
所
以
に

非
ざ
る
者
無
し
。
祖
を
尊
び
て
民
に
臨
め
ば
、
既
に
天
と
一
た

り
。
故
に
天
と
悠
久
を
同
じ
く
す
る
も
、
亦
た
其
の
勢
の
宜
し

く
然
る
べ
き
な
り（

（3
（

。

「
天
祖
」
は
天
照
大
神
、「
天
孫
」
は
歴
代
の
天
皇
を
指
す
。
天
照
大

神
に
つ
い
て
「
一
も
天
に
非
ざ
る
者
無
し
」
と
説
き
、
歴
代
天
皇
に

つ
い
て
「
祖
を
尊
び
て
民
に
臨
め
ば
、
既
に
天
と
一
た
り
」
と
説
い

て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
天
照
大
神
や
歴
代
天
皇
は
天
と
同
格
と

さ
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
つ
づ
け
て
「
故
に
天
と
悠
久
を
同
じ
く

す
る
」
と
説
か
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
天
は
天
皇
統
治
の
悠
久
さ

を
保
証
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　

こ
れ
に
対
し
一
斎
の
天
は
宣
長
の
神
と
対
決
し
、
そ
れ
を
受
け
と

め
て
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
な
か
で
形
成
さ
れ
た
と
考
え
る
。
管
見

の
か
ぎ
り
、
一
斎
は
宣
長
に
つ
い
て
何
も
語
っ
て
い
な
い
。
し
か

し
一
斎
が
天
を
重
要
視
す
る
よ
う
に
な
る
時
期
が
、
国
学
を
危
険
視

し
国
学
と
緊
張
関
係
に
あ
っ
た
林
家
の
、
そ
の
塾
長
就
任
の
こ
ろ
か

ら
で
あ
る
こ
と
、
天
は
不
可
測
な
面
が
あ
る
と
し
つ
つ
も
、
そ
の
奥

に
理
が
存
在
す
る
と
し
て
い
る
こ
と
、
日
本
だ
け
を
重
要
視
す
る
国

学
の
神
と
は
異
な
り
、
世
界
に
対
す
る
天
の
公
平
さ
を
述
べ
て
い
る

こ
と
、
神
を
超
え
た
存
在
と
し
て
天
を
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
、
天

を
拠
り
所
に
し
た
死
後
安
心
論
を
説
い
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
見
る

に
、
一
斎
が
後
年
、
み
ず
か
ら
の
諸
思
想
を
天
を
軸
に
体
系
化
し
た

背
景
に
は
、
宣
長
の
思
想
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
わ

れ
わ
れ
は
宣
長
の
神
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
斎
の
天
の
性

格
や
思
想
史
的
意
義
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
一

斎
の
天
は
多
様
な
場
面
で
説
か
れ
て
い
た
が
、
基
本
的
に
は
人
間

（
自
己
）
と
対
峙
し
て
お
り
、
人
間
（
自
己
）
が
聴
従
す
べ
き
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
天
は
人
間
の
知
力
を
超
越
し
た
存
在
で
も
あ
っ
た

が
深
慮
を
も
ち
、
ま
た
人
の
善
悪
へ
の
応
報
に
つ
い
て
厳
正
、
特
定

の
国
だ
け
贔
屓
す
る
こ
と
は
し
な
い
公
平
、
さ
ら
に
は
霊
明
な
も
の

と
し
て
信
頼
感
を
も
っ
て
受
け
と
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
一
斎
は
性

＝
天
を
拠
り
所
に
し
て
身
体
の
生
死
を
相
対
化
し
て
い
た
。

　

今
後
は
宣
長
以
後
の
一
斎
以
外
の
思
想
家
の
超
越
者
観
念
に
つ
い

て
見
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
一
斎
の
天
は
幕
末
か
ら
明
治

に
か
け
て
、
た
と
え
ば
西
郷
隆
盛
、
植
木
枝
盛
、
田
口
卯
吉
、
中
村

正
直
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
ら
の
点

の
考
察
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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注
（
1
）	
『
本
居
宣
長
全
集
』
第
一
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
年
）
四

四
二
頁
。

（
2
）	

『
一
語
の
辞
典 

天
』（
三
省
堂
、
一
九
九
六
年
）
一
一
二
〜
一
一

四
頁
。

（
3
）	

「
日
本
に
お
け
る
「
神
」
観
念
の
比
較
文
化
論
的
考
察
」（
東
北

大
学
文
学
部
日
本
文
化
研
究
所
編
『
神
観
念
の
比
較
文
化
論
的
研

究
』
講
談
社
、
一
九
八
一
年
）。

（
4
）	

近
世
儒
家
文
集
集
成
第
一
六
巻
『
愛
日
楼
全
集
』（
ぺ
り
か
ん

社
、
一
九
九
九
年
）
巻
一
・『
佐
藤
一
斎
全
集
』
第
三
巻
（
明
徳
出

版
社
、
一
九
九
二
年
）
所
収
、
原
漢
文
。

（
5
）	

東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
所
蔵
、
原
漢
文
。

（
6
）	

東
京
都
立
中
央
図
書
館
河
田
文
庫
所
蔵
。
拙
稿
「
佐
藤
一
斎
の

講
釈
用
『
大
学
』
書
入
」（『
日
本
思
想
史
研
究
』
第
二
一
号
、
一
九

八
九
年
）
に
翻
刻
紹
介
。

（
7
）	

近
世
儒
家
文
集
集
成
第
一
六
巻
『
愛
日
楼
全
集
』
巻
一
八
所
収
、

原
漢
文
。

（
8
）	

同
右
、
巻
一
六
所
収
、
原
漢
文
。

（
9
）	

日
本
思
想
大
系
四
六
『
佐
藤
一
斎 

大
塩
中
斎
』（
岩
波
書

店
、
一
九
八
〇
年
）
所
収
、
原
漢
文
、
以
下
同
じ
。

（
10
）	

『
佐
藤
一
斎
全
集
』
第
六
巻
（
明
徳
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）

三
四
九
頁
、
原
漢
文
、
以
下
同
じ
。

（
11
）	

同
右
、
第
七
巻
（
明
徳
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
七
九
〜
八
〇

頁
、
原
漢
文
、
以
下
同
じ
。

（
12
）	

ほ
か
に
録
九
七
・
録
一
五
八
・
後
七
一
・
晩
一
七
七
参
照
。
な

お
一
斎
に
あ
っ
て
心
と
性
は
、
朱
熹
の
よ
う
に
別
も
の
と
は
さ
れ
て

い
な
い
。
ま
た
晩
七
に
か
か
わ
る
が
栗
原
剛
氏
は
、
一
斎
は
心
の
霊

光
を
太
陽
の
光
に
た
と
え
て
い
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
（『
再
発
見

日
本
の
哲
学 

佐
藤
一
斎

─
克
己
の
思
想
』
講
談
社
、
二
〇
〇
七

年
、
六
一
〜
六
二
頁
、
六
五
頁
）。

（
13
）	

な
お
、
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）、
五
十
一
歳
の
折
り
に
写
さ

れ
た
一
斎
の
『
中
庸
説
』（
無
窮
会
織
田
文
庫
所
蔵
、
原
漢
文
）
に

も
、「
中
庸
の
徳
為
る
、
順
に
し
て
天
を
承
く
る
な
り
」（
至
矣
乎　

解
能
久
矣
）、「
君
子
は
之
れ
に
処
す
る
に
、
順
に
し
て
天
を
承
く
」

（
致
曲
）
と
見
え
る
。

（
14
）	

『
佐
藤
一
斎
全
集
』
第
五
巻
（
明
徳
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）

三
〇
九
頁
、
原
漢
文
、
以
下
同
じ
。

（
15
） 

同
右
、
二
九
四
頁
。

（
16
）	

一
斎
は
王
陽
明
と
は
異
な
り
、
既
成
の
価
値
へ
の
と
ら
わ
れ

に
つ
い
て
は
あ
ま
り
問
題
に
し
て
い
な
い
。
一
斎
は
王
陽
明
『
伝

習
録
』
の
「
性
の
本
体
は
、
原
と
是
れ
善
無
く
悪
無
き
的
。
発
用

上
、
也
た
原
と
是
れ
以
て
善
を
為
す
べ
く
、
以
て
不
善
を
為
す
べ

き
的
。
其
の
流
弊
は
、
也
た
原
と
是
れ
一
定
の
善
、
一
定
の
悪
な

る
的
」（
下
巻
・
第
一
〇
八
条
）
に
つ
い
て
、「「
其
の
流
弊
は
、
也

た
原
と
是
れ
一
定
の
善
、
一
定
の
悪
な
る
的
」。
此
の
句
義
、
解
す

べ
か
ら
ず
。
疑
ふ
ら
く
は
必
ず
誤
脱
有
ら
ん
。
当
に
「
其
の
源
頭
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153　佐藤一斎の「天」

は
、
也
た
原
と
是
れ
一
定
の
善
な
る
的
、
其
の
流
弊
は
、
也
た
原
と

是
れ
一
定
の
悪
な
る
的
」
に
作
る
べ
き
に
似
た
り
」（『
伝
習
録
欄
外

書
』、『
佐
藤
一
斎
全
集
』
第
五
巻
、
三
〇
九
〜
三
一
〇
頁
）
と
言
う
。

王
陽
明
が
言
う
流
弊
の
「
一
定
の
善
、
一
定
の
悪
」
と
は
、
既
成
の

善
悪
（
価
値
観
）
に
実
践
主
体
が
と
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
そ
れ
は
無
善
無
悪
な
る
本
体
が
十
全
に
機
能
し
て
い
な
い
こ
と

に
起
因
す
る
。
つ
ま
り
王
陽
明
が
「
一
定
の
善
、
一
定
の
悪
」
と
言

う
と
き
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
「
定
」
の
字
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
一
斎
は
、
流
弊
で
あ
る
は
ず
な
の
に
な
ぜ
「
善
」
と
あ
る
の

か
と
い
う
こ
と
に
疑
問
を
抱
い
た
。
つ
ま
り
一
斎
に
あ
っ
て
問
題
に

な
っ
て
い
る
の
は
「
定
」
で
は
な
く
、「
善
」「
悪
」
の
箇
所
で
あ

る
。
一
斎
の
場
合
、「
定
」
へ
の
嫌
忌
は
薄
い
。

（
17
）	

『
甲
子
夜
話
1
』（
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
七
七
年
）
二
六
五

頁
。

（
18
）	

『
甲
子
夜
話
三
篇
2
』（
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
八
二
年
）
二

一
〇
頁
。

（
19
）	

『
本
居
宣
長
全
集
』
第
八
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
二
年
）
一

二
七
頁
、
一
五
八
頁
。

（
20
）	

宣
長
の
『
古
事
記
伝
』
巻
七
（『
本
居
宣
長
全
集
』
第
九
巻
、

筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
年
、
二
九
四
〜
二
九
五
頁
）
に
は
、「
吉よ善

事ご
と

凶ま

が悪
事こ

と
つ
ぎ
つ
ぎ
移
り
も
て
ゆ
く
理り
…
…
然し

か

凶ま
が

悪こ
と

は
あ
れ
ど
も
、

終
に
吉よ

ご
と善

に
勝
事
あ
た
は
ざ
る
理り

」
と
あ
る
が
、
た
だ
し
こ
こ
で

「
吉
善
事
」
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
つ
ひ
に
天
照
大
御
神

の
、
高
天ノ
原
を
所し

ろ
し
め

知
看
す
は
、
又
全も

は
ら

吉よ
ご
と善

に
復か

へ
れ
る
に
て
、
…
…
皇

あ
ま
つ

統ひ
つ
ぎは

、
千
万
世
の
末
ま
で
に
動
き
た
ま
は
ぬ
」
と
、
天
照
大
神
の
高

天
原
統
治
と
皇
統
連
続
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、

相
良
亨
『
本
居
宣
長
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
八
年
）
一
八

五
頁
、
東
よ
り
子
『
宣
長
神
学
の
構
造

─
仮
構
さ
れ
た
「
神
代
」』

（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
九
年
）
五
三
頁
、
二
四
三
頁
参
照
。

（
21
）	

『
本
居
宣
長
全
集
』
第
九
巻
、
四
九
頁
。

（
22
） 

東
京
都
立
中
央
図
書
館
河
田
文
庫
所
蔵
、
原
漢
文
。

（
23
） 

一
斎
の
天
は
「
勢
の
趨
く
所
、
即
ち
天
な
り
」（
録
七
四
）、「
天

は
気
を
始
め
て
」（
後
七
八
）
と
、
勢
や
気
を
も
規
定
し
て
い
る
。

（
24
）	

『
佐
藤
一
斎
全
集
』
第
七
巻
、
三
二
〇
頁
。

（
25
）	

同
右
、
第
六
巻
、
三
二
四
頁
。

（
26
）	

一
斎
は
青
年
期
か
ら
「
数
」
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
。『
易
』

の
研
究
書
で
あ
る
『
啓
蒙
図
攷
』（
東
京
都
立
中
央
図
書
館
河
田
文

庫
所
蔵
、
原
漢
文
）
の
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）、
二
十
一
歳
の
折

り
の
序
の
な
か
に
「
象
有
れ
ば
斯
こ
に
数
有
り
」
と
見
え
、「
数
」

の
語
は
本
文
中
に
も
多
出
す
る
。
し
か
し
書
物
上
の
考
察
に
と
ど
ま

ら
ず
、
自
然
界
・
人
間
界
に
数
を
切
実
に
観
ず
る
よ
う
に
な
る
の

は
後
年
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、『
愛
日
楼
全
集
』
巻
八
の
な
か
の

文
政
二
年
（
一
八
一
九
）、
四
十
八
歳
の
折
り
の
「
棊
範
序
」
に
は
、

「
理
有
り
て
後
、
数
有
り
」（
原
漢
文
）
と
見
え
、
数
が
理
と
直
接
関

係
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

（
27
）	

「
気
数
と
事
勢

─
朱
熹
の
歴
史
意
識
」（『
東
洋
史
研
究
』
第
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四
二
巻
第
四
号
、
一
九
八
四
年
）。
の
ち
『
朱
子
と
気
と
身
体
』（
平

凡
社
、
一
九
九
七
年
）
に
収
録
。

（
28
）	
「
佐
藤
一
斎
の
位
置

─
『
言
志
四
録
』
の
構
造
」（『
文
学
』

第
三
七
巻
第
九
号
、
一
九
六
九
年
）。
の
ち
『
幕
末
・
維
新
期
の
文

学
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
二
年
）
に
収
録
。

（
29
）	

東
京
都
立
中
央
図
書
館
河
田
文
庫
所
蔵
。
ま
た
、
日
本
思
想
大

系
四
六
『
佐
藤
一
斎 
大
塩
中
斎
』
補
注
、
二
九
二
頁
参
照
。
な
お
、

こ
の
『
言
志
録
』
第
一
条
は
、
つ
ぎ
に
挙
げ
る
『
心
得
録
』
第
六
七

条
を
書
き
改
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。「
富
貴
貧
賤
・
死
生
寿
夭

は
、
固
よ
り
一
定
の
命
分
有
り
。
而
し
て
以
て
幸
ひ
を
其
の
間
に
徼も

と

む
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
易
に
居
り
て
命
を
俟
つ
は
、
自
ら
歉あ

き
たる

者
な

り
。
険
を
行
ひ
て
幸
ひ
を
徼
む
る
は
、
自
ら
欺
く
者
な
り
。
彼
の
小

人
の
無
智
は
、
天
を
視
る
こ
と
夢ぼ

う
夢ぼ

う
と
し
て
、
以
て
天
は
欺
く
べ
し

と
為
す
な
り
。
遂
に
幸
ひ
を
一
時
の
得
に
徼
め
、
以
て
不
測
の
禍
に

遭
ふ
者
、
亦
た
何
ぞ
限
ら
ん
。
吁
、
身
は
天
地
の
中
に
在
り
て
天
を

欺
か
ん
と
欲
す
る
者
は
、
何
ぞ
甕
中
の
虫
に
し
て
、
其
の
甕
を
挙
げ

ん
と
欲
す
る
に
異
な
ら
ん
や
。
得
べ
か
ら
ざ
る
の
み
」。

（
30
）	

東
京
都
立
中
央
図
書
館
河
田
文
庫
所
蔵
。
ま
た
、
日
本
思
想
大

系
四
六
『
佐
藤
一
斎 

大
塩
中
斎
』
補
注
、
三
五
一
頁
参
照
。

（
31
）	

拙
稿
「
佐
藤
一
斎
の
「
公
平
之
心
」」（『
日
本
思
想
史
研
究
』

第
二
三
号
、
一
九
九
一
年
）
参
照
。

（
32
）	

衣
笠
安
喜
氏
は
、
一
斎
は
「
運
命
論
を
宿
命
論
に
ま
で
深
め

た
」
の
で
あ
り
、
彼
に
お
い
て
「
社
会
の
進
展
は
…
…
人
事
の
お
よ

0

0

0

0

0

ば
ぬ
天
の
所
為

0

0

0

0

0

0

に
帰
せ
ら
れ
る
」（
傍
点
筆
者
）
の
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
が
（『
近
世
儒
学
思
想
史
の
研
究
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一

九
七
六
年
、
二
四
○
頁
）、『
孟
子
欄
外
書
』
滕
文
公
下
篇
（『
佐

藤
一
斎
全
集
』
第
七
巻
、
一
六
二
頁
）
に
は
「
一
治
一
乱
は
、
天
を

以
て
し
て
言
へ
ば
、
之
れ
を
気
化
の
盛
衰
と
謂
ひ
、
人
を
以
て
し
て

言
へ
ば
、
之
れ
を
人
事
の
得
失
と
謂
ふ
。
其
の
実
は
気
化
・
人
事
は

竟
に
分
別
す
べ
か
ら
ず
。
孰
れ
に
気
化
の
盛
衰
に
し
て
人
事
に
関
ら

ざ
る
者
有
ら
ん
。
孰
れ
に
人
事
の
得
失
に
し
て
気
化
に
関
ら
ざ
る
者

有
ら
ん
」
と
あ
り
、
間
違
っ
て
い
る
。

（
33
）	

『
本
居
宣
長
全
集
』
第
一
巻
、
五
二
七
頁
。

（
34
）	

日
本
思
想
大
系
五
〇
『
平
田
篤
胤 

伴
信
友 

大
国
隆
正
』（
岩

波
書
店
、
一
九
七
三
年
）
九
六
頁
。

（
35
）	

同
右
、
一
〇
九
頁
。

（
36
）	

日
本
思
想
大
系
三
〇
『
熊
沢
蕃
山
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
一

年
）
二
八
三
頁
。

（
37
）	

日
本
思
想
大
系
四
六
『
佐
藤
一
斎 

大
塩
中
斎
』
所
収
、
原
漢

文
。

（
38
）	

日
本
思
想
大
系
五
三
『
水
戸
学
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
三

年
）
一
三
頁
、
原
漢
文
。

（
39
）	

同
右
、
五
二
〜
五
三
頁
、
原
漢
文
。

�

（
岩
手
大
学
教
授
）
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